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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本婚礼

写真協会(JBPS)及び財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきと

の申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS K 7641:1994 は改正されこの規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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Imaging materials-Processed safety photographic films- 

Storage practices 
 

序文 

この規格は，2000 年に第 1 版として発行された ISO 18911:2000 を基に作成した日本工業規格であるが，

規格本文で使用されていないアーカイバル保存用フィルムに関する用語を削除するため，技術的内容を変

更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

写真フィルムは，文書及び画像の記録に重要な材料である。芸術，法律，科学，産業及び歴史の各分野

で，現像処理済み写真フィルムの保全に関する情報及び知識が必要なことが，一般に認識されてきている。 

公文書館，博物館，図書館，官庁，企業，大学などで用いられている，現像処理済み写真フィルムによ

る記録は価値が高いので，その寿命を最大限に延ばせるような管理のあり方に，関心が集まっている（参

考文献［1］，［2］，［3］参照）。 

現像処理済み写真フィルムは，いろいろの要因によって劣化しやすい。その要因は，一般に次の 3 項目

に分類できる。 

a) 写真フィルムの性質 写真フィルムによる記録の安定性は，写真フィルムの物理的性質及び化学的性

質に依存している。記録の保存に適した写真フィルムとしての要件が ISO 18906 に規定されている。

記録の保存を目的とする写真フィルムは，その期待できる寿命（life expectancy 以下，“LE”という。）

に応じて，国際規格に基づいた分類（ISO 18906 参照）がされている。 

写真記録を最良な状態で保存するためには，LE の長い写真フィルムを使用して，この規格に規定す

る“長期保存条件”で保存することが望ましい。保存用途に適したLEの長い写真フィルムは，ISO 18901

の規定に適合する，ポリエステルベースを用いた銀・ゼラチンフィルムである。 

記録材料に対する“アーカイバル”という用語は，従来，“実際に使われている期間の保存”から“永

久保存”までの範囲の，いろいろのレベルの意味で使われてきて不明確なので，今後は，規格では使

わないことにする。 

この規格は，現像処理済みのカラーフィルム，ジアゾフィルム（ISO 18905 参照），ベシキュラフィ

ルム（ISO 18912 参照），及び熱現像フィルム（ISO 18919 参照）にも適用する。一般に，これらの写

真フィルムの LE は長くないとされているが，中には，優れた保存性能の実績をもつものもある。 

b) 写真フィルムの現像処理 銀・ゼラチンタイプの黒・白写真フィルムに対して，LE の長さそれぞれに

応じた残留チオ硫酸塩及び残留銀塩の最大許容量が，ISO 18901 に規定されている。 

ジアゾフィルムに対して，現像処理が適切に行われていることを確認する試験方法が，ISO 18905

に規定されている。ベシキュラフィルムに対しては，現像処理が適切に行われていることを確認する


